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高齢者がん患者の看護に関する研究 
研究分担者 作田裕美 大阪市立大学大学院看護学研究科 教授 

 
研究要旨 
【目的】①がん治療に伴うリンパ浮腫の発症要因を文献から明らかにする、②患者・家族・

医療従事者のための「JASCC がん支持医療ガイドシリーズ」を出版する、③高齢期にある

がん治療後リンパ浮腫患者の留意事項を明らかにすることとした。 
【方法】①文献検討を行い論文化、②書籍の執筆、③研究計画立案と倫理審査委員会の審

査を受ける。 
【結果】①まとめた文献検討は大阪市立大学看護学雑誌に掲載された（R2.3 月）、②書籍は

出版された（R1.8 月）、③多施設共同研究「高齢期にあるがん治療後リンパ浮腫患者の留意

事項に関する検討」の研究計画を立案し、研究代表者の所属する大学の倫理審査委員会に

諮り承認を得た。 
 
Ａ．研究目的 
①がん治療に伴うリンパ浮腫の発症要因を

文献から明らかにする、②患者・家族・医

療従事者のための「JASCC がん支持医療ガ

イドシリーズ」を出版する、③高齢期にあ

るがん治療後リンパ浮腫患者の留意事項を

明らかにすることとした。 
 
Ｂ．研究方法 
①文献検討を行い論文化、②書籍の執筆、

③研究計画立案と倫理審査委員会の審査を

受ける。 
（倫理面への配慮） 
①②文献の著作権の侵害にあたらないよう

に留意し、引用は原文を用いるとともに、

引用文献名及び引用文献箇所を明確に記述

した。 
③研究代表者の所属施設の倫理審査委員会

承認を得た上で、データ収集を行う病院の

倫理委員会審査を受ける。 
 
Ｃ．研究結果 
①医学中央雑誌、PubMed、CINAHL を利

用した電子検索により、最終的に国内文献

6、海外文献 96 を分析対象とした。リンパ

浮腫の発症要因は、個人要因、病態因子、

治療的因子、遺伝的特徴に大別できた。研

究結果から信憑性の高い発症要因は、高齢、

肥満、活動量低下、他の術後合併症の併発、

手術療法、放射線治療に加え化学療法があ

げられた。 
②JASCC リンパ浮腫部会メンバーで協力

して執筆した結果、8 月に『JASCC がん支

持医療ガイドシリーズ Ｑ＆Ａで学ぶ リン

パ浮腫の診療』が出版された。 
③多施設共同研究「高齢期にあるがん治療

後リンパ浮腫患者の留意事項に関する検

討」の研究計画を立案し、研究代表者の所

属する大学の倫理審査委員会に諮り承認を

得た。 
 
Ｄ．考察 
①がん治療に伴うリンパ浮腫の発症要因に

関する研究方法は症例集積研究が多く、ラ

ンダム化比較試験のメタ解析やコホート研

究が乏しいため、エビデンスレベルを保証

する研究デザインによる大規模研究の必要

性が示唆された。 
②リンパ浮腫診療はエビデンスが少ない領

域であるため、患者の声を多く拾いながら、

著書の改定を行っていく必要がある。 
③研究結果をもとに、高齢期にあるリンパ

浮腫患者の特徴や留意事項を導き出す必要

がある。 
 
Ｅ．結論 
①文献検討は雑誌に掲載された。がん治療

に伴うリンパ浮腫の発症要因を情報提供す

ることができた。 
②患者・家族・医療従事者のための『JASCC
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がん支持医療ガイドシリーズ』を出版した。 
③研究準備を整えた。今後データ収集を行

う。 
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